
医療安全推進ネットワーク交流会
日時：2025年6月９日（月）13:30～
場所：神奈川県看護協会 第一研修室

【スケジュール】

◆協会よりお知らせ 13:30～

◆新規会員の方の自己紹介 13:50～

◆お知らせ：８月「安全に関わる多職種との連携」について

◆研修報告・情報交換 １４：００～

◆GW：転倒・転落で有害事象にしないための工夫 １４：２０～

とチーム活動について

①環境面の工夫

②機器・道具（緩衝材）の工夫

③患者個人への工夫（疾患・薬剤・排泄パターンへの働きかけなど）

④患者・家族への事前説明

⑤職員への教育について

GW発表・共有



１．日本看護協会

■患者安全推進の取り組みに関する事例の募集

2025年の「世界患者安全の日」（9月17日）のテーマ“Safe care for every 
newborn and every child”（すべてのこどもに安全なケアを※）

に関連し、こどもの患者安全推進に関する取り組み事例を募集しています。

※訳：日本看護協会 看護開発部看護業務・医療安全課

応募期間：6月2日（月曜日）〜30日（月曜日）まで

対象 こどもの患者安全推進の取り組みに看護職が関わっている医療機関

～取り組みの例～

こどもに、より安全なケアを提供するために、患児や家族への説明や、主体的
な患者参画の促進に取り組んでいる

応募方法

専用メールアドレス anzen@nurse.or.jp 日本看護協会HP参照

①施設名②職種③職位④氏名⑤取り組みの概要を記載

mailto:anzen@nurse.or.jp


２．日本医療機能評価機構
■薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業 共有すべき事例

2025年 No. 4 (2025/05/08 公開)

 https://www.yakkyoku-hiyari.jcqhc.or.jp/pdf/sharing_case_2025_04.pdf

薬剤師さんと共有

１．企画の似ている薬剤の管理

２．イグザレトOD錠 内服量・期間

深部静脈血栓症治療薬

３．生活を鑑みて薬剤選択

 

https://www.yakkyoku-hiyari.jcqhc.or.jp/pdf/sharing_case_2025_04.pdf


■日本医療機能評価機構医療
安全情報No. 222 （2025/05/15 公開）



カテコラミン中断は生命に直結

カテコラミンの薬事作用の習得

患者の投与しているカテコラミン製剤の種類や交換時間を各勤務帯で
共有する

薬液の残量と流量速度から交換時間を推測し、余裕をもって交換でき
るように調整する。

カテコラミン製剤の持続投与が中断すると患者の循環動態に影響が及
ぶことを周知する。



看護の専門性 内視鏡看護師

〇日本消化器内科内視鏡学会が認定する、内視鏡看護師の行う行為は医師が行う

べき医行為ではないか？との問い合わせ

生検 ・ポリペク スネア操作 ・EMR局注 ・点墨 ・クリップ ・留置スネア

ERCP時のワイヤー操作処置 etc

日本看護協会の見解

各学会の行うことを推奨もしないが妨げるものではない

厚生労働省の見解

絶対的医行為でなければ医師の指示の元、一緒に実施することを一概に

やってはならないとは言えない

医療安全として考えておくこと

★専門性に係る新たな取り組みについては責任を含め各施設で十分に検討が必要

方針、ルールを決める

医師の指揮下、指示のもと実施する
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